
●文研フォーラム2020 応募受付中！
申し込みがまだの方は、お早めにどうぞ

●文研ブログ Pick Up!
文研フォーラム2020 プログラム特集
～ブログに掲載！先取り情報～

●文研トピックス

所内勉強会・報告会 紹介
最新刊 刊行！「年報」「データブック」

など‥

こんにちは、文研所長の小川純子です。

2月って、節分やバレンタインデーなどのイベント(?）が盛りだくさん、
しかもひと月の日数が短くて、あっという間に過ぎていく気がします…
文研では2月3日から「文研フォーラム」の応募受付が始まりました。
たくさんの方からご応募いただき、本当にありがとうございます!!!
各プログラムの内容については、文研の登壇者が『文研ブログ』で
少し先取りして紹介していますので、そちらもぜひご一読ください。
みなさん体調には十分お気を付けて、3月にお会いしましょう！

福はうち～♪そしてハッピー♡バレンタイン❣
（あっ…もう終わっちゃった⁇(;’∀’)）

ＮＨＫ放送文化研究所
小川 純子 所長

公開版

http://www.nhk.or.jp/bunken/forum/2020/index.html


文研フォーラム2020 応募受付中です♡

●このチラシは文研公開HPからダウンロードしていただけます
http://www.nhk.or.jp/bunken/forum/2020/pdf/bunken_forum_2020.pdf
●各プログラムの詳細は文研公開HPでご確認ください
http://www.nhk.or.jp/bunken/forum/2020/program.html

毎年3月に開催している「文研フォーラム」。
2月3日の受付開始から、今年もつぎつぎと申し込みが寄せられ、
すでに募集を締め切ったプログラムも出始めています。
参加登録はおすみですか？まだの方は文研公開HPからどうぞ！

●「文研フォーラム2020」の
お問合せ・取材の申し込みは
こちら

まだ
間に合う♪

締め切りました

締め切りました

ご注意ください！

事務局では、申し込みを
受け付けた順で参加登録を
行わせていただいています。
定員に達したプログラムは、
申し込みを締め切らせて
いただきました。(左チラシ参照）

そのほかのプログラムは
まだ応募受け付け中ですが、
関心がある方はぜひ、
お早目にお申し込みください。

http://www.nhk.or.jp/bunken/forum/2020/pdf/bunken_forum_2020.pdf
http://www.nhk.or.jp/bunken/forum/2020/program.html
https://www.nhk.or.jp/bunken/forum/2020/form.html
http://www.nhk.or.jp/css/goiken/mail.html


あまり聞きなれない2つのキーワードをタイトルにしました。この2つ、
皆さんはご存じですか？ディスラプションとは「破壊」、トランス
フォーメーションとは「変化・変質」という意味です。
イギリスの通信社ロイターの研究所とオックスフォード大学が毎年出し
ているリポート「Journalism, Media, and Technology Trends and Predictions 
2020」が今年も1月に発表されたのですが、その冒頭のサマリーには、
「この10年でモバイルとSNSによって既存メディア産業が大きく“破壊”さ
れた」と書かれています（右下図）。
モバイルとSNS、まさにデジタルによるディスラプションですね。では、
こうしたデジタル・ディスラプションは
日本でも起きているのでしょうか。・・・

3月の「文研フォーラム2020」では「SNS時代の誤情報・虚偽情報と
メディア～“フェイク”にどう向き合うのか～」というシンポジウム
を行います。誤情報・虚偽情報の拡散について研究している私もパ
ネリストの一人として参加することになりました。

うわさや流言、デマ、都市伝説…。
世の中に事実の裏づけがない情報が溢れているのは、今も昔も変わ
りません。私はNHK報道のOBで1975～91年にかけて記者をしていま
したが、当時も取材で聞き込んだ情報には、怪しげな“ガセネタ”の
類がかなり交じっていました。その中から事実の裏づけがとれたも
のだけを拾い出しては記事を書いていました。“ガセネタ”の類はゴ
ミ情報として捨てていました。巷でうわさになっている誤情報や虚
偽情報を打ち消す記事を書いた記憶はありません。・・・

誤情報・虚偽情報に注意を呼びかけるテレビニュース大阪府北部の地震）

（注）2018年6月18日NHK総合テレビの放送画面

【出典】「Journalism, Media, and
Technology Trends and Predictions 2020」

つづきは、
文研ブログへ

Go!

・・・NHKアーカイブスが保存する１００万本の過去番組にも新たな光を
バンバンあてたい！その思いで文研フォーラム2020に臨みます！(★‿★)

３月５日午前10時からのプログラムC 「NHKアーカイブスに 公共メディアの価値を探る」では、
過去番組をNHK以外の専門家や研究者の視点から活用する事例を紹介します。・・

⁉

http://www.nhk.or.jp/bunken-blog/600/420487.html
http://www.nhk.or.jp/bunken-blog/2020/01/31/
http://www.nhk.or.jp/bunken-blog/
http://www.nhk.or.jp/bunken-blog/600/420522.html


この絵は、沖縄戦の体験を描いた「戦争体験画」の１枚です。
砲弾を浴びて倒れた一家の姿が描かれています。・・・

沖縄戦の、住民側から見た視覚的な記録を――
そんなねらいで、沖縄放送局でニュースデスクをしていた2005年、
局を挙げて「戦争体験画」を集めました。・・・

絵：豊永スミ子さん

「文研ブログ」では、
今年のフォーラムのプログラムの
紹介コンテンツを掲載中です。
ぜひみなさん、ご一読ください♪

現在、私は1歳と3歳の子育て真っ只中。
ご飯を作っているとき、片付けしているとき、ちょっと
休憩したい時。一番お世話になっているのが「テレビ」です。
上の子が1歳の頃までは、Eテレや知育教材など
“親が見せたいコンテンツ”を見せていました。・・・

アメリカ、ハーバード大学のジャーナリズム研究所Nieman Labは、
毎年の終わりに翌年の動向「予想」を報道分野の先駆者や研究者に
依頼し、発表しています。メディアの危機が深刻なアメリカでジャーナ
リストや識者は何に注目しているのか？
2020年のNiemanLab予想で目立った言葉の一つは「エンゲージメント」
でした。・・・

「隠れた飢餓」の問題について話し合うため、
カリフォルニア州サクラメントの公共ラジオ
Capital Public Radioが開いた住民との対話集会

（写真：Steve Fisch/FischPhoto）

みなさんは「国際比較調査」データをご覧になったこと
がありますか？調査に参加する国々が、同じ時期に、同
じテーマで、同じ質問の世論調査を行い、国民の意識の
違いや自分の国が抱える様々な問題を浮き彫りにするこ
とができる、とても役に立つ調査です。
と言うと何だか難しく、取っ付きにくい感じがしますが、
例えば、こんな調査ならばどうでしょう。・・・

この続きは…

http://www.nhk.or.jp/bunken-blog/
http://www.nhk.or.jp/bunken-blog/600/420659.html
http://www.nhk.or.jp/bunken-blog/600/420334.html
http://www.nhk.or.jp/bunken-blog/600/420620.html
http://www.nhk.or.jp/bunken-blog/600/420831.html


地域放送調査 報告会

文研の番組研究グループが毎年実施している「地域放送総合調査」。
昨年実施した４調査のうち、NHKの地域放送が抱える現状と課題が
もっとも顕著に表れた調査結果を中心に、菅中雄一郎主任研究員が
所内で報告を行いました。その調査結果を踏まえて、NHKの地域放送の
在りようについて所員が意見を交わしました。

🌸🌸【入手方法】🌸🌸

書店またはNHK出版にお申し込みください

『NHK放送文化研究所 年報』と
『NHKデータブック 世界の放送』

最新刊が刊行されました！

著作権 勉強会

メディア研究部（番組研究）
菅中雄一郎主任研究員

世論調査データや研究員が執筆した論考など文研の調査・研究の成果を
「引用したい」といったご要望をいただくことって、実は結構多いんです。
その一方で、文研の研究員が、外部の専門家の論文を自身の論考に
引用させていただくことも多々あります。

文研では著作権法がご専門の数藤雅彦弁護士をお招きして、調査・研究を
めぐる著作権の最近のトレンドや判例などの最新動向について、
講演していただきました。

数藤 雅彦弁護士
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